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五
ロ
ヨ=""

の

漢

字

表

記

を

主

と

し

て

こ
の

稿
は
、

本
誌

第
四
十
四
瞬
所
載
の

〔
I
〕

に
そ
の
ま
ま
接
続
す
る
。

文
献
・

資
料
番
号、

注
の

速
し

番
号
な
ど

も

前
稿
に

従
っ

て
い

る
。

五 、

実
用
と
し
て
の
平
仮
名
文
表
記
の
一

一白
と
そ
の
特
質

以
上
取
上
げ
た
資
料
は 、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の 、
年
代
も
時
明
ら
か

な
も
の
で
あ
り 、
そ
の
書
記
の
目
的
も
消
息 、
口
記・
備
忘
な
ど
の
実
用
的

目
的
に
出
て
お
り 、
か
つ
現
存
の
主
要
な
資
料
で
あ
る 。
こ
れ
に
加
え
る
も

の
と
し
て
は
資
料
③
石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
調
次
第
紙
背
消
息
が
あ
る 。

こ
れ
に
は
伊
東
卓
治
氏の
詳
細
な
論
考
と
解
読
が
あ
り
(
文
献
臼) 、
ま
た

中
田
祝
夫
博
士
の
解
説
も
あ
る
(
文
献
幻) 。
そ
れ
に
よ
る
と 、
右
の
よ
う

な
字
音
語
の
例
と
し
て
は 、

判川
の
お
ほ
ん
か
へ

門U

さ
い
く
の
す
け

の
二
語
が
あ
る 。
「
さ
い
く」
は
文
献
臼
で
は
「
斎
宮
の
助」
と
読
ん
で
い

る 。
文
献
幻
で
は
「
斎
藤」
と
す
る 。
本
書
は
康
保
三
年
(
九
六
六)
頃

と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
土
左
日
記
成
立
と
さ
れ
る
承
平
五
年(
九
三
五)

よ
り

約
三
十
年
後
に
当
る
好
資
料
で
は
あ
る
が 、
劫
音・
入
声
音
な
ど
を
合

、、，BEE-­，/

 

林

芳

規

む
(
前
述
資
料
に
漢
字
で
表
記
さ
れ
た)
{子
育
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い。

別
に 、
前
後
す
る
資
料
に 、
資
料
⑦
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
の
落
書
と
資

料
⑬
興
一初
寺
本
因
明
義
断
略
記
と
の
和
歌
が
あ
る 。
前
者
は
天
麿
五
年
創
建

の
時
の
落
書
で
平
仮
名
の
は
和
歌
三
首
と
断
片 、
後
者
は
天
禄
二
年
頃
の
和

歌一
首
で
あ
る 。
こ
の
中
に
は
字
背
訴
が
な
い 。
し
た
が
っ
て
漢
字
表
記
も

な
い 。
用
語
が
歌
活
で
あ
る
こ
と
に
そ
の一
理
山
が
あ
ろ
う 。

後
述
の
和
歌

の
古
第
切
な
ど
に
右
の
字aH
語
表
記
の
漢
字
が
表
わ
れ
な
い
の
と
軌
を一
に

す
る 。
古
筆
切
の
中
に
は 、
当
初
か
ら 、
主
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
意

識
し
た 、
い
わ
ば
「
哨」
の
資
料
が
あっ
た
ろ
う 。

特
に
和
歌
の
場
合
に

は 、
平
仮
名
に
よ
る
綴
り
の
美
が
尊
ば
れ
た
こ
と
は
説
か
れ
る
ご
と
く
で
あ

ろ
う 。
こ
れ
に
対
し
て
消
息・
日
記
等
は 、
主
と
し
て
伝
達
の
目
的
で
忽
卒

の
際
に
誌
す
こ
と
が
多
い
と
岡山
ぅ 。
前
者
は
残
存
す
る
機
会
も
多
く 、
後
者

は
よ
り

少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う 。
し
か
し
後
者
に
こ
そ 、
笑
用
性
の
ゆ
え
に 、

当
時
の
日
常
普
通
の
表
記
様
式
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
汚
え

る 。
後
者 、
即
ち
消
息・
日
記
等
の
実
用
文
の
表
記
様
式
は 、
特
定
字
音
語

を
漢
字
で
表
わ
し
て
平
仮
名
に
交
用
し
た
も
の
で
あっ
た
こ
と
は
前
稿
に
示

し
た
ご
と
く
で
あ
る 。
wr-
れ
が
平
安
時
代
を
通
じ
て
の
平
仮
名
文
の
普
通
の



姿
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る 。
無
論 、
位
相
に
よ
り

言
語
主
体
の
違
い
に
よ
っ

て 、
右
種
の
字
音
語
を
用
い
な
い
か 、
あ
る
い
は
用
い
方
が
少
な
い
た
め
に 、

漢
字
の円近
の
多
寡
は
あっ
た
は
ず
で
あ
る 。
た
だ
女
性
な
る
が
ゆ
え
に
漢
字

を一
切
交
え
な
か
っ
た
と
見
る
の
は
事
実
に
速
い
こ
と
に
な
る 。
藤
原
為一
房

妻
の
消
息
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
し 、
ま
た
源
氏
物
語
に
渓
語
会
の
相
当

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
原
田
氏が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
り
(
文
献
お) 、

枕
草
子
や
そ
の
他
の
女
子
に
よ
る
作
品
で
も
同
様
で
あ
る 。
そ
の
中
に
は
漢

字
で
表
記
すべ
き
字
音
語
が
あ
る
こ
と
は
無
論
で
あ
る 。
今
日
そ
の
原
文
が

見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が 、
現
存
す
る
古
写
本
で
も 、
転
写
の
際
の

後
改
を
考
慮
す
る
と
し
て
も 、
そ
の
面
影
は
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

平
安
時
代
の
消
息・
日
記
等
の
平
仮
名
文
に
交
用
さ
れ
た
漢
字
の
量
は 、

今
日
の
日
常
実
用
文
た
る
平
仮
名
交
り

文
に
比べ
る
と 、
少
な
い 。
し
か

し 、
平
安
時
代
に 、
漢
字
で
し
か
表
記
し
な
か
っ
た
字
昔
話
の
語
梨
の
呈
が

今
日
よ
り

少
な
い
こ
と
も
看
過
で
き
な
い 。
逆
に
い
え
ば 、
今
日
ほ
ど
の
語

実
量
に
基
づ
い
て 、
平
安
時
代
の
表
記
様
式
で
平
仮
名
文
を
綴
れ
ば 、
漢
字

の
量
は
もっ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る 。
換
言
す
れ
ば 、

当
時
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
の
特
質
の一
面
の
解
明
に
大
切
な
こ
と
は 、

交
用
さ
れ
た
漢
字
の
平
仮
名
に
対
す
る 、
比
率
の
大
小
に
あ
る
の
で
は
な
く

て
漢
字
を
平
仮
名
に
交
用
し
た
理
由
に
あ
る 。
今
日
の
平
仮
名
交
り

文
を
顧

み
る
と 、
字
音
語
の
類
は
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る 。
そ
の
点
で
は 、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
と
今
日
の
平
仮
名
交
り

文
が
直
結
す
る
か
否
か
は
と
も
か
く 、

相
通
ず
る
面
を
持っ
て
い
る
と
い
え

る 。
こ
の
事
実
の
方
が 、
例
え
ば
平
仮
名
文
の
変
遷
を
課
題
と
す
る
折
に

も 、
い
わ
ゆ
る
「
平
仮
名
専
用
体」
か
ら
平
仮
名
交
り

文へ
の
断
層
を
解
明

平安時代 の 平仮名文の表記様式(1I)

す
る
よ
り
も 、
容
易
で
あ
る 。
何
故
な
ら 、
そ
れ
は 、
漢
字
の
平
仮
名
に
対

す
る
比
率
が
次
第
に
大
き
く
な
る
姿
と
そ
の
原
因
と
を
追
う
こ
と
で
そ
の一

面
が
把
え
ら
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る 。

平
安
時
代
を
通
じ
て
平
仮
名
文
中
に一
様
に
見
る
漢
字
は 、
そ
の
使
用
理

由
の一
が 、
当
時
の
習
慣
の
も
と
で
は
平
仮
名
で
表
記
し
難
い
漢
字
音
の
語

の
表
記
に
あっ
た 。
こ
れ
は 、
前
稿
の
諸
例
か
ら
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る 。
い
わ
ゆ
る
表
語
文
字
の
漢
字
に
は
表
意・
表
音
の
機
能
も
あ
る 。
平
仮

名
文
中
の
右
穏
の
漢
字
は 、
そ
の
所
用
理
由
か
ら
見
て 、
表
背
機
能
に
重
点

が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は一
応
考
え
ら
れ
る
が 、
表
意
機
能
は
如
何
で
あ
ろ
う

か 。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
は 、
そ
の
淡
字
の
知
音
表
記
が
平
仮
名
文

中
に
存
す
る
事
で
あ
る 。
訓
点
資
料
で
字
音
認
の
発
音
を一万
す
の
に
類且日
表

記
を
用
い
る
こ
と
は 、
前
項
ま
で
の
引
用
例
で
も
知
ら
れ
る
が 、
そ
の
類
音

の
字
も
「
尺」
「
上」
「
白」
「
主」
「
化」
「
巣」
「
鬼」
な
ど
字
が
定
ま
る
傾

向
が
あ
り 、
し
た
が
っ
て
各
資
料
相
互
に
共
通
し
て
く
る
こ
と
も
併
せ
て
知

ら
れ
る 。
和
名
抄
の
「
和
名」
に
見
え
る
字
音古田
に
も
類品目
表
記
は
見
ら
れ

る。
(
括
弧
内
は
推
定
し
た
意
味
に
よ
る)

尺
(
勿)

中
尺
(
鏡
石)

長
(
帳)

帖
(
銀)

天
(
紹)

百
師
(
拍
子)

常
士口
(
鉦
鼓)

由
玉
(
硫
黄)

こ
れ
が
平
仮
名
文
中
に
も
存
す
る 。
東
大
寺
切
三
宝
絵
に
も 、
(
文
献
幻

お)
梁
塵
秘
抄
に
も
(
文
献
却)
指
摘
で
き
る 。
後
者
の
中
か
ら
示
す
と 、

あ
い
行
(
愛
敬)

苦
行
(
恭
敬)

け
む
丈
(
像
伏)

上
ど
(
浄
土)

上
品
わ
う

(
浄
飯
王)
わ
う
さ
上
(
王
舎
城)

尺
せ
ん
(
釈
議)

白
地
(
薄
地)

ま
か
し
歓
(
摩
詞
止
観)

け
正
(
厳
粧)

正
き
う

(
聖
宮)

正
し
ん
し
(
聖
英
子)
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明
火
(
猛
火)

六
地
(
陸
地)

蓮
花
(
蓮
華
?)

兵
仕
(
兵
士)

党
夫
(
凡
夫)

真
殊
(
真
珠)

東
大
寺
切
三
宝
絵
に
も
多
く 、

梁
庖
秘
抄
と
共
通
す
る
も
の
も
見
え
る 。
ち

な
み
に
片
仮
名
交
り

文
で
は
あ
る
が 、
天
仁
三
年
法
華
百
座
間
書
抄
に
も 、

上
ホ
ン
王
(
浄
飯
玉)

尺
シ
(
釈)

そ
の
他
が
あ
り
韮5) 、
鎌
倉
時
代
の
定
家
書
写
の
平
仮
名
文
た
る
更
級
日
記

に
も 、木

長
(
凡
帳)

上
え
す
が
た
(
浄
衣
姿)

ゐ
ゃ
う

定
(
横
笛)

が
あ
る 。
し
か
も
書
写
者
を
異
に
す
る
平
仮
名
文
の
諸
資
料
で 、
そ
の
類
音

の
字
が一
致
す
る
こ
と
の
あ
る
の
は
訓
点
の
場
合
も
考
え
合
わ
さ
れ
て 、
興

味
深
い 。
例
え
ば 、
「
愛
敬」
に
つ
い
て
見
る
に 、
前
掲
の
よ
う
に
梁
塵
秘
抄

で
は
二
例
と
も
「
あ
い
行」
(
う
ち一
例
は
「
あ
い
あ
い
行」)
と
あ
り 、
ま

た
源
氏
物
語
絵
巻
に
も
二
例
と
も
「
あ
い
行
づ
く」
と
あ
る 。
大
久
保
強
氏

の
調
査
に
よ
れ
ば
(
王
朝
文
学
五
号) 、
源
氏
物
語
の
古
写
本
で
は
(
大
成

に
よ
る) 、
漢
字
表
記
し
た
例
は
す
べ
て
「
あ
い
行」
で 、
青
表
紙
本
二
九

例
全
部 、
河
内
本
二
八
例
全
部 、
別
本
二一
例
全
部
が
「
行」
と
書
く 。

枕

草
子
の
古
写
本
で
も
(
校
本
に
よ
る) 、
漢
字
表
記
し
た
の
は
す
べ
て
「
あ

い
行」
で 、
三
巻
本
四
例
全
部 、
能
因
本
六
例
全
部 、
前
田
本
四
例
全
部 、

堺
本
二
例
と
も
に
「
行」
で
あ
る 。
ま
た
海
人
の
か
る
藻
(
綾
宮
本
態
省)

は
全
九
例
が
すべ
て
「
あ
い
行」
で
あ
る 。
堤
中
納
言
物
語
の
浅
野
家
旧
蔵

本
で
は
漢
字
表
記
の
二
例
と
も
に
「
あ
い
行」
で
あ
る 。
右
は
中
世
以
後
の

古
写
本
で
あ
る
か
ら 、
別
に 、
平
仮
名
で
「
あ
い
き
ゃ
う」
の
表
記
が
あ
る

こ
と
は 、
前
述
の
定
家
の
更
級
日
記
に
納品目
を
平
仮
名
で
表
記
す
る
例
が
存

し
た
こ
と
に
徴
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
右
の
古
写
本
に
お
け
る
類

立回
表
記
の
こ
と
は 、
他
に
も
「
す
行
(
読
経)」
「
木
長(
凡
帳
こ
な
ど
指
摘

で
き
る 。
こ
の
よ
う
に
類
音
字
が
平
仮
名
文
中
の
漢
字
に
屡
々
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
は 、
そ
の
漢
字
の
果
す
役
割
の
重
点
が
表
音
機
能
に
あっ
た
こ
と

と
思
う 。

何
故
な
ら 、
類
音
字
は 、
前
述
の
字
音
語
の
代
用
と
し
て 、
単
に

音
の
み
を
表
わ
し 、
原
字
の
意
味
は
担
わ
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る 。
平
仮

名
は
音
節
文
字
で 、
習
慣
を
考
え
ず
発
生
的
に
見
れ
ば
こ
れ
も
ま
た
表且問
機

能
を
果
す
文
字
で
あ
る 。
ざ
す
れ
ば
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
は 、
表
音
的
機

能
に
重
点
を
お
い
た
表
記
様
式
で
あ
っ
て 、
現
代
文
の
と
比
較
す
る
と 、
形

式
上
は
漢
字
を
交
え
る
点
で
類
似
す
る
が 、
本
質
的
に
は
性
格
の
異
なっ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る 。

(
注
5)

資
料
の
性
質
は
異
な
る
が 、
御
堂
関
白
記
の
道
長
自
筆
本
に
お
け

る
類
似
の
例
を 、
池
上
禎
造
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
(「
自
筆
本
と

誤
字
」

国
語
国
文、

昭
二
八
年
十
一

月)
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六 、

平
仮
名
文
中
の
和
語
の
漢
字
表
記

以
上
は
土
左
日
記
の
青
耽知
書
屋
木
の
漢
字
表
記
を
主
要
材
料
と
し 、
そ
の

漢
字
が
所
定
の
字
音
語
表
記
で
あ
る
古川
に
基
づ
き 、
後
続
の
同
種
の
平
仮
名

文
の
漢
字
も
そ
う
で
あ
り 、
か
つ
そ
れ
が
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
漢
字
表

記
の
大
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
土
左
日
記
の
原
本
に
見
る
表
記
様
式
が 、

当
時
の 、
降
っ
て
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
考
え 、
そ

の
特
質
を
探っ
た
わ
け
で
あ
る 。
し
か
し
同
種
の
平
仮
名
文
で
も 、
後
に
は

異
要
素
と
し
て
和
諮
の
漢
字
表
記
も
見
ら
れ
る 。

再
び 、
土
左
円
記
の
古
写
本
に
見
る 。
前
田
家
康
本
は 、
定
家
自
祭
木
と

し
て
知
ら
れ
る 。
そ
の
巻
末
の
臨
事
箇
所
を
除
い
た
他
の
部
分
は 、
仮
名
の



平安時代の 平仮名文の表記様式(II)

変
更 、
仮
名
遣
の
変
改 、
仮
名
を
漢
字
に
置
換
え
る
等
の 、
定
家
の
任
意
に

よ
る
書
き
換
え
の
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
池
田
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
文
献
8
第一
部 、
一山
ぺ
以
下) 。
そ
れ
に
よ
れ
ば 、
原
本
の
仮
名
を
漢
字
に

改
め
た
も
の
は
五
百
三
十
六
字
が
あ
り 、

逆
に
原
本
の
漢
字
と
見
ら
れ
る
も

の
を
仮
名
に
改
め
た
も
の
は
「
子
日」
を
「
ね
の
臼」
と
し
た
こ
例
と 、「
五

色」
を
「
五
し
ぎ」
と
し
た
計
三
箇
所
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て
原
本
の
字
音

表
記
の
漢
字
(
願・
京・
日
記・
郎
等・
二
月一
日
等)
は
定
家
本
で
も
そ

の
ま
ま
漢
字
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を 、
ま
ず
知
る
こ
と
が
で
き
る 。

次
に 、
原
本
の
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
五
百
三
十
六
字
は
皆
和
語
と
見
ら

れ
る
も
の
で 、
そ
の
全
例
は
池
田
博
士
が
示
さ
れ
て
い
る 。(
前
掲
文
献)
こ

れ
が
定
家
の
平
仮
名
文
所
用
の
漢
字
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
を
示
す
で
あ
ろ
う
こ

と
は 、
例
え
ば
同
じ
定
家
筆
の
御
物
本
更
級
日
記
の
漢
字
と
よ
く

合
う
こ
と

で
知
ら
れ
る 。
以
下 、
共
通
す
る
字
を
挙
げ
る 。
(
数
字
は
用
例
数
で 、
上

が
土
左
日
記、

括
弧
内
が
更
級
日
記
で
あ
る)

秋
1
2)

有
1(
在
明
1)

雨
2(
7)

池
2(
2)

家
5(
ω)

今
1(
4)

海
9(
4)

梅
花
l(
梅
5)

思
9(
山)

風
お
お)

方
3(
お)

哉
1(
4)

河
叩(
ロ)

返
こ
と
1(
6、
返
し
4)

神
ロ(
U)

神
世
1(
神
仏
1)

上
l(
l)

木
l
(
日)

草
1(
l)

心
ち
1(
3)

心
地
1(
印)

心
的品(
幻)

事
3
(
お)

霜
1(
l)

袖
1(
4)

橘
l(
l)

千
世
l(
千
く
さ
1)

月
四(
ω)

手
1(
3)

時
mm(
9)

所
翌
日)

年
3
(
凶)

烏
2(
1)

名
2(
3)

猶
B(
叩)

浪
幻(
9)

也
9(
お)

西
1
2)

花
4(
M)

原
1
(
2)

世帯
3
8)

口
問(
叩)

東
3(
5)

人
mm
(
m)

舟
翌
日)

仏
5(
印)

又
初(
M)

松
9(
6)

身
2(
ロ)

水
4(
幻)

宮
1
2)

む
月
l(
l、
し
も
月
l)

'申
2
2)

物
竺
問)

山
7

8

行
1(
1)

女
王
7)

で
あ
る 。
定
家
本
土
左
日
記
だ
け
の
漢
字
は 、

a
寄
3

枝
1

影
1

柱
3

子
2

声
l

吹
l

忘
2

柳
1

b
住
の
え 1

住
吉 1

仲
ま
ろ l

仲
麿 ー

で
あ
り 、

御
物
本
更
級
日
記
だ
け
の
漢
字
は 、

a
尼
l

入
江
l

内
円以

浦
4

御
幻

銃
1

門
1

立
帰
2

北
2

雲
3

車
l

紅
2

煙
2

氷
1

衣
l

桜
l

侯
l

時
雨
l

関
5

田
5

竹
2

立
波
l

谷
1

給
U

露
1

寺
2

殿
4

中
山

流
1

夏
3

涙
1

庭
3

野
9

後
1

莱
l

部
即

萩
1

山脈
引

火
口

筆
l

冬
幻

郭
公
I

道
5

緑
1

南
3

北田
4

紅
葉
6

夢
9

我
H

b
相
坂
l

近
江
国
l

伊
勢
2

宇
治
6

紀
伊
l

清
水
1

駿
河
l

勢
多(
勢
た)
3

東
山
1

参
河
l

武
歳
2

尾
張
l

が
あ
る o
b
は
共
に
地
名
人
名
の
固
有
名
詞
で
通
ず
る 。
a
は
共
に
主
と
し

て
基
本
語
的
な
普
通
名
詞
で 、
他
に
同
種
の
動
詞
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て 、

そ
の
点
で
は
先
掲
の
共
通
す
る
諸
字
が
基
本
語
的
名
詞
や
動
詞
「
思」
「
返」

「
申」
で
あ
っ
た
の
に
通
ず
る 。
そ
の
他
で
は
「
又」
「
猶」
や
「
哉」
「
也」

が
共
通
し
て
見
え 、
御
物
本
更
級
日
記
に
は
「
御」
「
許」
が
用
い
ら
れ
て

い
る 。
ゴ一
条
西
家
政
の
天
福
本
伊
勢
物
語
の
漢
字
に
も
同
傾
向
が
見
出
せ

る 。
ち
な
み
に 、
定
家
筆
の
更
級
日
記
中
の
字
音
表
記
と
見
ら
れ
る
漢
字
は 、

-
効
音
を
含
む
漢
字

山
さ
き
2(
山
と
〔
大
和〕
l、
山
し
ろ
1)

霊
2(
9)

世
l
a)

世
中
1(
9)

夜
5(
M)

夜
な
か
l、

夜
中
2(
2

下
ー

子
日 2

久
方1

藤
原
l
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皇
太
后
宮

五
巻

五
十
余
巻

一

月
初

蓮
花

法
華
経

源
氏

7

京
凶

絞
3

ど
(
読)
経

2

法
華
経

す
行
者

生

姓

精
進

2

尺
3

中
将

2

大
将

2

大
筈
会

丈
六

2

三
所

殿
上

2

み
帳

2

御
帳

長
恨
官官・

勅
使

女
御

兵
衛

田俳
風

御
仏
名

命
婦

3

霊
山

上
え
す
が
た
(
浄
衣
姿)

木
長(
凡
帳)

2
入
声
背
を
含
む
漢
字

日
記

2

別
当

2

仏
師

阿
弥
陀
仏

六
角
堂

金
色

法
性
寺

3
穣立日
を
含
む
漢
字

金
色

御
覧
ず
る

念
仏

大
納
言

B

宣
旨

御
前

3

円
融
院

東
大
寺

念
仏

上
達
部

神
拝

殿
上

2

天
ち
う

(
中)

中
三邑

斎
宮2

侍
従

3

滋
前
{寸大

門

4
数
字
を
含
む
語

一
の
ま
き
2

一

時

一
日

一

尺

一

代

一

条

一

度

一

人
2

一
口m
z

一

夜

二
日

二
条

二
人

二
年

二
三
日

二
三
年

三
月

4

三
月
十
余
日

三
日
3

三
所

三
条

2

三
人

2

天
喜
三

年
十
月
十
三
日

三
四
尺

四
月

4

四
五
日
2

四
五
年

五
月

3

五
巻

五
日

在
五

五
六
日

六
尺

六
ら
う

(
郎)

七
月
七
日

七
月
十
三
日

七
日

七
日
七
夜

七
三
つ
く
り

八

八
月

3

八
月
十
よ
日

九
月
三
日

九
月
廿
五
日

十
月

7

十
月
五
日

十
月
十
三
日

十
月
廿
五
日

十
よ
臼

十
余
日

十
日

十
二
月
廿
五
日

十
三
日

十
四
日

十
四
五
日

十
五
日

十
七
日

十
七
八

二
十

廿
三
日

廿
五
日

廿
七
日

廿
よ
日
2

四
十
余
人

五
十

五
ト

会
を

千
む
ら

万
む
ら

5
そ

の

他

故
宮

御
模

座

下
す
(
衆)

内一
袋

内
侍
所

3

左
右

仰

絵

衛
じ2

衛
門

の
ご
と
く
で
あ
る
が 、

定
家
賃
の
土
左
日
記
に
含
ま
れ
る
漢
字
と
同
種
の
も

の
で
あ
る 。

右
は
定
家
の
晩
年
の
書
写
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら 、

鎌
倉
時
代
に
入

っ
た
資
料
で
あ
る
が 、

彼
が
生
ま
れ
た
頃 、

十
二
世
紀
後
半
の
平
仮
名
文
の

資
料
と
し
て 、

伴
大
納
言
絵
討 、

信
貨
山
縁
起
絵
巻 、

源
氏
物
語
絵
巻
が
あ

る 。

い
ず
れ
も
絵
巻
の
中
の
詞
書
の
部
分
に
当
る
が 、

そ
の
書
写
は
十
二
世

紀
後
半
と
さ
れ
て
い
る
(
絵
巻
物
集
成 、

解
説)

。

仮
名
迫
等
か
ら
見
て
も

首
行
で
き
る 。

そ
こ
に
見
え
る
漢
字
は 、

O
伴
大
納
言
絵
詞

て

1
右
兵
衛

朱
雀
門

九
月

2
出
納

3

3
天
道

応
天
門

伴
大
納
言

大
納
言

4

4
三
人

二
条

七
条

九
月

O
信
貴
山
縁
起

て

1
京

み
ど
(
御
読)
経

僧
正

2

2
大
仏

3
東
大
寺2

4
三
日

一
人

廿
よ
年

二 、

人
ω

く
ら
人

人

/\
2
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琵
琶

大
臣

2

命
れ
む

4

あ
か
月

心
ち

2

又

侯

所



平安時代の平仮名文の表記様式(II) 

O
源
氏
物
語
絵
巻

一
、

1
御
願

京

夜
行
上
ら
う

み
帳
み
き
帳

女
房 2

念
珠 2

藤
宰
相
み
修

中
将 3

大
将 3

両

/\
し
く

き
丁 2

み
き
丁(
帳)

あ
い
行(
愛
敬)

長
根
寄(
長
恨
歌)

2
御
日
記

3
御
覧

御
念
ず

念
ず

院 5

中
納
言
冷
泉
院

右
大
弁

弁 2

右
近

侍
従

中
宮 2

本
宮

4
六
条
六
条
院 2

二
三
人

十
五
夜

十
八
九

廿
七
八

一
人

情
人
六
人
三
番

5
御
賀

二、
御白山

人幻

人

/\ 2

月 5

秋 3

朝

風

事

心 9

殿

露 3

花 2

仏

身

右 2

宮 2

物 2

紅
葉

申2

思 2

侍

給 5

我
君

で
あ
る
が 、
付
は
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
漢
字
表
記
の
語
に
通
い 、
UH
は

定
家
自
筆
の
右
二
番
の
和
語
の
漢
字
表
記
群
に
殆
ど一
致
す
る 。
こ
の
こ
と

は
定
家
の
書
写
本
に
見
え
る
漢
字
の
混
入
状
況
は 、
単
に
定
家
個
人
の
癖
と

い
う
よ
り
も 、
十
二
世
紀
後
半
頃
に
お
け
る
平
仮
名
文
の
実
態
の一
の一
般

の
姿
を
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う 。

さ
て
先
に 、
{子
音
語
の
漢
字
を
含
む
と
し
て
掲
げ
た
消
息
類
は 、
土
左
日

記
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
の
空
白
を
塚
め
る
資
料
で
あ
る
が 、
そ
の
中
に
は
和

語
の
漢
字
表
記
は
ど
の
程
度
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か 。

資
料
③
虚
空
蔵
菩
薩
念
調
次
第
紙
背
消
息
(
九
六
六
年
頃)
に
は
「
又」

一
字
で
あ
る 。
「
は
べ
る」
「
お
ほ
ん」
「
ひ
と」
「
た
ま
ふ」
「
な
ほ」
「
ひ

ご
ろ」
「
ば
か
り」

「
い
ま」
「
お
ほ
ん
か
へ
り」

「
お
も
ひ」
「
こ
こ
ろ」

等
(
十
二
世
紀
後
半
の
絵
巻 、
定
家
本
で
は
漢
字
の
語)
は
皆
平
仮
名
で
あ

る 。
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
で
も 、
こ
れ
ら
は
平
仮
名
で
あ
っ
た 。

資
料
⑪
北
山
抄
紙
背
仮
名
消
息(
九
九
六
|一

O
O
四
年
頃)
に
は 、「
又」

「
御
返」
「
御
使」
「
氏
人」
が
あ
る 。
「
氏
人」
は
別
の一
例
は「
う
ぢ
び
と」

と
平
仮
名
で
あ
る 。
他
の
「
は
ぺ
る」
「
ご
ら
ん」
「
た
ま
ふ」
「
も
の」

「
ま
う
し」
は
平
仮
名
で
あ
る 。
同
じ
頃
の
資
料
⑫
御
堂
関
白
記
自
筆
本
の

平
仮
名
の
部
分
に
は 、
「
御
返」
「
み
か
さ
山」
「
雪」
が
あ
る 。
「
雪」
は

他
の一
例
は
「
雪」
を
抹
消
し
て
平
仮
名
「
ゆ
き」
と
訂
し 、
残
る
初
め
の

箇
所
の一
例
は
平
仮
名
で
あ
る 。
「
み
か
さ
山」
は
固
有
名
詞
で
あ
る 。

「
雪」
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
た
の
は
他
の
変
体
漢
文
の
部
分
に
「
六
日 、
雪

深
」
な
ど
あ
る
の
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

他
の
「
こ
こ
ろ」
「
お

も
ひ」
等
は
平
仮
名
で
あ
る 。
右
の
資
料
群
に
基
本
語
名
詞・
動
詞
の
漢
字

表
記
が
少
な
い
の
は 、
貫
之
自
筆
本
の
土
左
日
記
に
お
い
て 、
そ
れ
ら
が
平

仮
名
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
考
え
る
に 、
当
時
(
平
安
前
半
期)
の
平
仮
名

を
主
と
す
る
文
の
漢
字
は 、
前
述
の
字
音
語
の
表
記
を
主
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る 。
た
だ
し 、
稀
に
「
又」
「
御」
な
ど
が
見
ら
れ
る
が 、

こ
れ
ら
は
接
続
詞 、
敬
語
に
当
る
和
語
ま
た
は
そ
れ
を
含
む
諮
を
漢
字
に
表

記
し
た
語
で
あ
る 。

と
こ
ろ
が 、
資
料
⑬
青
蓮
院
蔵
表
制
集
お
よ
び
濯
頂
阿
関
梨
宣
旨
官
牒
の

紙
背
文
書
(一
O
八
五
年
頃)
の
平
仮
名
文
中
の
漢
字
に
な
る
と 、
字
音
語

の
前
述
の
よ
う
な
語
群
は
無
論
存
す
る
が 、
そ
の
外
に
も 、

又

又

/\‘

御
返 2

御
事 2

御
か
さ・
御
心(
う
へ
の
御)

返

/\
ぞ 2

侍
れ

す
て
て
侍
也

候 3

事叩(
形
式
名
詞)
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如
何2

人 2

く
ら
人
心 2

心
地 2

申
さ
じ

申
せ

申
し 6

申
さ
せ 2

申
す

思
た
ま
へ

6

思
は
べ
ら
ん

思
た
ま
ふ
て

忠
あ
つ
か
ひ

思

が
見
出
せ
る 。
ま
た
資
料
⑬
伝
行
成
準
仮
名
消
息
に
も 、

御
物

御
よ
ろ
こ
び

御
ふ
み 2

人
心
地 2

申
っ
た
ふ
る

が
あ
る 。
こ
れ
に
な
る
と
か
の
十
二
世
紀
後
半
の
絵
巻
の
詞
書
ゃ 、
定
家
筆

の
土
左
日
記・
更
級
H
記
中
の
漢
字
群
に
近
づ
い
て
来
る
の
で
あ
る 。
た
だ

や
は
り

「
又」
「
御」
を
は
じ
め
「
返

/\」
「
侍」
「
侯」
「
事
(
形
式
名

詞
こ
な
ど 、
和
一治
で
は
あ
る
が 、
概
念
的
芯
味
を
持
た
な
い
形
式
語
の
渓

字
が
目
立
っ
て
い
る 。

右
の
よ
う
に 、
和
語
の
渓
字
表
記
に
つ
い
て
は 、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文

で
は
前
半
期
と
後
半
期
と
は
様
相
を
異
に
す
る
と
見
ら
れ
る o-
後
半
期
の
平

仮
名
文
に
存
す
る
基
本
和
語
の
名
詞・
動
詞
の
漢
字
表
記
は 、
前
半
期
で
は 、

極
め
て
少
な
い
か
皆
無
と
見
ら
れ
る 。
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
忠
実
な
写

と
い
う

育
鱗
書
屋
蔵
為
家
木
で
は 、
前
一ね
に
挙
げ
た
ご
と
く 、「
人・
子・
日

・
千・
子
日」
で
殆
ど
孤
例
で
あ
り 、

使
用
数
の
上
か
ら
言
え
ば
例
外
的
な

も
の
で
あ
る 。
こ
れ
ら
は 、
ω
間
苦
中
の
他
の
同
語
は
皆
平
仮
名
で
あ
り 、

か
っ
こ
れ
ら
の
お伏
字
表
記
は
十
二
世
紀
後
半
頃
以
後
の
平
仮
名
文
に
は
多

く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と 、

向
前
半
期
の
消
息
等
で
も
平
仮
名
で
あ

る
こ
と 、

同
和
歌
で
も
前
半
期
に
は
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
が 、
後
半
期
に

は
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
和
語
と
同
種
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
後
に
転
写
の
折
に

改
め
た
も
の
と
推
定
す
る 。
さ
す
れ
ば
和
訟
の
淡
字
表
記
は
後
半
期
に
頻
用

間心
て 5

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が 、
そ
の
差
異
が
変
遷
に
基
づ
く
も
の
か
偶
然
に
よ
る

の
か
迷
断
は
難
く 、
よ
り
多
く
の
平
仮
名
文
の
資
料
が
必
要
で
あ
る 。
た
だ

現
存
資
料
か
ら
す
れ
ば 、
そ
の
動
き
の
筒
凶
と
原
因
と
は
次
の
ご
と
く
考
え

ら
れ
る 。
も
と 、
字山口
語
表
記
の
漢
字
を
交
用
し
た
様
式
を
根
幹
と
し
た
平

仮
名
文
中
に 、
ま
ず
加
わ
っ
た
の
は 、
接
続
詞
「
又」 、
接
頭
語
「
御
(
お

ほ
ん)」
や
更
に
形
式
名
詞
「
事」 、
付
属
語
「
侍」
「
侯」
な
ど
の
概
念
的

意
味
を
示
さ
な
い
漢
字
で
あ
り 、

次
い
で
基
本
和
語
の
名
詞
動
詞
の
漢
字
表

記
で
あっ
た
と
見
ら
れ
る 。
し
か
も
こ
れ
ら
は
当
時
の
平
仮
名
文
に
は
最
も

頻
出
度
の
高
い
語
群
で
あ
り 、
か
つ
草
書
体
と
し
て
は
函
数
の
少
な
い
文
字

が
多
い 。
そ
れ
は
仮
名
二
字
な
い
し
三
字
で
綴
る
よ
り
も 、
漠
字
の
草
体

「
ん」
「
ヤ」
「
九円」
「
骨l」
で
す
ま
せ
る
方
が
経
済
的
で
あっ
た
こ
と
が
理

由
の一
で
は
あ
る
ま
い
か 。
(「
事」
「
御」
「
申」
な
ど
を
活
字
体
と
し
て
見

る
限
り
は
そ
の
理
由
は
解
き
難
い
で
あ
ろ
う)

ざ
す
れ
ば 、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
中
の
漢
字
表
記
は一
は
字
音
語
の
表

記
と
し
て
表
音
面
か
ら 、
別
の一
面
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
も
な
さ
れ
た
も

の
で 、
少
な
く
と
も
今
日
の
平
仮
名
交
り

文
の
漢
字
の
果
す
機
能
と
は
離
れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。
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七 、

〔
付〕

平
安
時
代
の
平
仮
名
表
記
の
種
々
相

今
ま
で
に
取
上
げ
て
来
た
資
料
は 、
実
用
的
な
消
息・
日
記
な
ど
で
平
仮

名
を
主
安
文
字
と
す
る
表
記
様
式
で
あっ
た 。
そ
れ
が
恐
ら
く
い
わ
ゆ
る
平

仮
名
使
用
の
場
に
お
け
る
普
通
の
態
で
あ
ろ
う
と
思
う

が
ゆ
え
に 、
こ
れ
を

専
ら
対
象
と
し
た
わ
け
で
あ
る 。
し
か
し 、
そ
の
他
に
平
仮
名
を
用
い
た
様

式
は
秘
々
あっ
て 、
実
際
は
複
雑
な
姿
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
し 、
ま
た
相
互



平安時代の平仮名文の表記様式(II) 

影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。

一一
一川
一一
百九

日れ銭
入

平
仮
名
が
女
子
必
山い
の
文
字
で
平
仮
名
文
は
女
子

だ
け
が
綴っ
た
と
い
う

誤
解
は
訂
正
さ
れ
て
来
て
い
る 。
男
子
が
平
仮
名
を

用
い 、
平
仮
名
文
を
綴っ
た
証
拠
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
の
男
子

は一
方
に
日
常
の
日
記
記
録
に
変
体
漢
文
を
用
い
て
書
い
た 。
今
回
定
大
な

呈
が
残
存
す
る
が 、
偶
々
そ
れ
ら
の
中
に
平
仮
名
文
が
挿
ス
さ
れ
る
こ
と
は

有
り

得
る
こ
と
で
あ
る 。
変
体
漢
文
中
に
仮
名
が
混
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は 、
築
島
俗
氏
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る 。
(「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想」
東

京
大
学
文
科
学
科
紀
要
十
三
輯)

資
料
⑫
御
堂
関
白
記
の
近
衛
家
本
は
道
長
自
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
変
体
漢

文
の
日
記
で
あ
る
が 、
そ
の
中
に
長
保
六
年
二
月
六
日
と
克
弘
八
年
六
月
二

十一
日
と
に
五
首
の
和
歌
を
含
む
平
仮
名
文
が
あ
る 。
六
日
の
は
公
任
の
歌

が一
首 、
花
山
院
の
御
製一
首 、
二
十一
日
の
は一
条
天
虫
御
製一
首
を
含

ん
で
あ
る 。
前
者
は一投
書
で
あ
る
が 、
そ
の
全
文
は 、

〔
六
日〕

雪
深 、
朝
早

(川棚以h糊肝抗日)
左
衛
門
将
許
か
く
い
ひ
や

る 、
わ
か
な
つ
む
か
す
か
の
は
ら
に
ゆ
さ
ふ
れ
は
こ
』
ろ
っ
か
ひ
を
け

ふ
さ
へ
そ
や
る 、
か
へ
り 、

み
を
つ
め
て
お
ほ
つ
か
な
き
は
ゆ
き
や
ま

ぬ
か
す
か
の
は
ら
の
わ(か)
な
』
り
け
り

従
華
山
院
賜
仰 、
以
女
方 、

(4
hu
帥胡)「
わ
れ
す
ら
に
お
も
ひ
こ
そ

や
れ
か
す
か
の
』
を
ち
の
ゆ
き

(
+釘一
4許可，
十川
崎
怖いり)
ま
を
い
か
で

わ
く
ら
ん

(
一位)

御
返 、
み
か
さ
山
富
ゃ
っ
む
ら
ん
と
お
も
ふ
ま
に
そ
ら
に
こ
h
ろ
の
か

よ
ひ
け
る
か
な

で
あ
る 。
六
日
の
表
蓄
の
方
は 、

御
物忌
六
日
庚
申
木
破 、
従
暁
雪
下 、
深
七
八
寸
許 、
左
衛
門
督
許
送
消

息 、
有
和
寄
有

(
議
以
坊ち)
返 、
以
道
貞
朝
一位
右
大
将
咋「
日」

宙服)
事
恐
由一
否定

と
あ
る 。
ま
た 、
克
弘
八
年
六
月
二
十一
日
の
条
は 、

廿一
日
受
亥
水
定 、
此
夜
御
悩
甚
重
興
居
給 、
「
中」

(前瑚)
宮
御 、

「
依」

(前川)
と

九
帳
下
給 、
被
仰 、
っ
ゅ
の
み
の
く
さ
の
や
と
り

に
き
み
を
お
き
て
ち
り
を
い
て
ぬ
る
こ
と
を
こ
そ
お
もへ 、
と
お
ほ

せ
ら
れ
て
臥
給
後
不
党
御
座 、
奉
見
人
と

流
泣
如
雨

で
あ
る 。
こ
の
「
依
凡
阪
下
給 、
被
仰
つ
ゅ
の
み
の

と
お
ほ
せ
ら
れ
て
臥

給
後」
は
本
文
た
る
変
体
漢
文
の
中
に
平
仮
名
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る 。
六
日
の
「
早
朝
左
衛
門
替
許
か
く
い
ひ
や
る
:

従
華
山
院
賜
仰 、

以
女
方
わ
れ
す
ら
に
」
も
同
様
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に一
つ
の
表
記
様
式

中
に
異
穫
の
様
式
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は 、
例
え
ば
六
国
出入
中
に
宣
命
書
の

詔
勅
を
掃
入
し
た
り 、

東
鑑
体
に
そ
れ
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し 、

ま
た
上
代
に
も 、
古
事
記
等
の
よ
う
に 、
和
化
漢
文
に
音
仮
名
の
歌
謡
等
を

掃
入
す
る
様
式
が
挙
げ
ら
れ
る 。
特
に
後
者
の
音
仮
名
を
新
出
の
平
仮
名
に

置
き
換
え
れ
ば 、
同
趣
と
な
ろ
う 。
し
か
も 、
こ
こ
も
同
じ
く 、

和
歌
を
含

む
部
分
で
あ
る 。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は 、
か
の
資
料
①
有
年
申
文
と
資
料
②
智
証
大
師

病
中
言
上
告
の
様
式
で
あ
る 。
①
は
貞
綬
九
年
(
八
六
七)
頃
②
は
や
や
後

の
草
仮
名
資
料
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

(碑鰍紘一一的凶初)

〔
資
料
①〕

改
姓
人
爽
名
勘
録
進
上
「
こ
れ
は
な
せ
む
に
か
官
に
ま
し
た

67 



ま
は
む 、
み
た
ま
ふ
は
か
り
と
な
も
お
も
ふ」
抑
刑
大
史
の
た
ま
ひ
て

定
以
出
賜
「
い
と
よ
か
ら
む」

有
年
申

〔
資
料
②〕

「
雲
上
人
は
み
な
え
参
し
た
ふ
ま
し
く
は
へ
た
ふ
な
り」

昨
令
寺
主
取

消
息
了

文
案
者
が
有
年
や
智
流
大
師
の
よ
う
な
男
子
で
円
山市
変
体
漢
文
を
用
い
て
い

た
で
あ
ろ
う
か
ら 、
そ
に
に
「:・
・」

の
よ
う
な
草
仮
名
文
を
挿
入
し
た
と

見
た
い
の
で
あ
る 。
(
h
ほ
路
間一脳
同一
一山…叩
ト
一昨
ぽ
州
均一比
一円
一山
由
一件目

淡)
き
す
れ
ば 、

そ
の
草
仮
名
文
中
の
漢
字
「{目」
「
雲
上
人」
「
参」
な
ど
の
見
え
る
の
は 、

正
に
土
左
日
記
の
貫
之
自
筆
本
中
の
漢
字
表
記
と
同
じ
く 、

仙川
音・
三
内
接

点目
の
字
音
語
表
記
の
漢
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。
右
の
「
草
仮
名」
が
次

第
に
崩
れ
て
平
仮
名
の
様
相
を
帯
び
れ
ば 、
や
が
て
御
堂
関
白
記
の
そ
れ
に

連
な
る
と
見
ら
れ
な
い
か 。
同
様
の
こ
と
は
道
風
晩
年
の
消
息
「
世
間
は
か

な
き
を」
で
も
考
え
ら
れ
る
が 、
あ
れ
は
集
古
浪
華
帖
の
模
刻
で
あ
る
か
ら

暫
く

保
留
す
る 。
降っ
て
資
料
⑬
青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
滋
頂
阿
関
梨
宣
旨

官
牒
の
紙
背
消
息
に
も
(
伊
東
卓
治
氏
前
掲
文
献
は
の
写
真
多
照) 、

一
昨
日
休
浴
己
了
そ
の
」
ち
い
と
」
お
こ
た
り
は
て
』
侍
也
て
』
は
御

い
の
り
の
し
る
し
と
そ
ま
し
侍 、
よ
ろ
つ
は
む
ま
h
か
り
の
ほ
り
て
ま

(
T)

 

う
し
さ
ふ
ら
は
ん 、
動
肢

が
あ
る
が 、
そ
の
円
頭
の
苔
き
様
も 、
こ
の
消
息
が
為一
防一
家
の
男
性
放

ち
書
(
文
献
は)
で
あ
っ
て 、
為一
房
安
の
四
十
数
通
の
消
息
が
平
仮
名
の
述

綿
を
主
と
す
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
点
に
興
味
を
党
え
る
の
で
あ
る 。

さ
す
れ
ば 、
こ
の
変
体
漢
文
に
仮
名
文
を
挿
入
す
る
様
式
は 、
そ
の
仮
名
が

万
葉
仮
名・
草
仮
名・
平
仮
名
の
違
い
こ
そ
あ
れ 、
物
語・
消
息
等
の
平
仮

名
文
よ
り
も 、
直
接
に
上
代
か
ら
の
伝
統
的
様
式
に
述
な
る
と
見
ら
れ
る 。

。。

ま
た
こ
の
よ
う
な
交
用
が
あ
れ
ば 、
平
仮
名
文
中
に
も
次
第
に
漢
字
が
字
音

6

語
以
外
に
も
入
り
え
た
で
あ
ろ
う 。

右
の
青
蓮
院
消
息
の
「
侍」
「
也」
な

ど
は 、
変
体
漢
文
に
も
頻
出
す
る
も
の
で
あ
る 。
定
家
筆
の
更
級
日
記・
土

左
口
記
に
も
用
い
ら
れ
て
レ
る 。

一一

時付
一一
一似
れ一

文

片
仮
名
交
り

文
が
平
安
初
期
以
降 、
漢
文
の
訓
点
を

基
本
と
し
て 、
漢
文
訓
読
の
際
の
注
記
の
書
込
み 、
本
文
の
訓
点
の
書
変

え 、
法
語
の
類
の
書
き
下
し
か
ら
発
達
し 、
私
的
文
書
か
ら
後
に
平
安
末
期

の
仏
教
説
話
や
鎌
倉
時
代
の
戦
記
文
学
の
主
要
な
表
記
様
式
と
な
っ
た
こ
と

は
春
日
政
治
博
士
は
じ
め
先
学
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る 。
そ
の
片

仮
名
も
天
暦
前
後
か
ら
は
単
独
で
和
歌
を
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て 、
符
号

か
ら
文
字
の
段
階
に
進
む
に
従
っ
て 、
草
仮
名
か
ら
進
ん
だ
平
仮
名
と
同
じ

く
音
節
文
字
の
性
格
を
持
つ
に
い
た
れ
ば 、
漢
字
片
仮
名
交
り

文
中
の
片
仮

名
に
平
仮
名
が
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る 。
資
料
③
石
山
寺
蔵

虚
空
蔵
菩
薩
念
調
次
第
紙
背
消
息
の
中
の
清
正
書
状
に 、

今
日
例
経
事 、
円
泰
法
師
令
行一
侍一
ら
む
や
乗
物
不レ
諮
侍
な
む
不一
参一

侍 、
清
正
謹
言

と
あ
っ
た
り 、
ま
た
資
料
@
北
山
抄
紙
背
消
息
中
に 、

右
兵
衛
殿
忠
通
令レ
申
云 、
年
来
申
左
衛
門
尉 、
未レ
内訳ニ
天
恩一
愁
吟
無レ

極 、
日
口
令レ
申一一
左
府一
侍
る
を 、
御
対
面
次
に
丹
の
事
に
付
て
不レ
宣

巾
を
な
ん
AJ
中
給
け
る 。
挙
回
有二
如レ
然
事一
あ
し
か
る
へ
し
と
な
ん

宣
け
る
を 、
是
己
慮
外
事
に
侍
り 。

其
由
被レ
令レ
申
了 。
而
猶
有二
此

不
快
仰『
心
無
措
歎
申
侍
り

(
下
略)

別
当
殿



と
あ
る
の
や 、
ま
た
資
料
①
道
風
消
息
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。
こ

れ
ら
は
平
安
中
期
以
後
の
変
体
漢
文
に
よ
る
日
記
記
録
「
中
右
記」
「
小
右

記」
「
中
外
抄」
な
ど
に
連
な
る
も
の
で
あ
る 。
し
て
み
る
と
「
中
外
抄」

が
平
仮
名
の
外
に
片
仮
名
を
も
存
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。

(
日

記
記
録
の
例
に
つ
い
て
は 、

「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」

に
詳
し
い
)

そ
れ
は
ま
た
伝
行
成
祭
関
戸
本
古
今
集
の
よ
う
に
和
歌
の一
部
に
も
交
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う 。

鎌
倉
時
代
以
後 、
片
仮
名
交
り

文
の
片
仮
名
に
平
仮
名
が
置
き
か
え
ら
れ

て 、
今
日一
般
の
表
記
糠
式
が
生
じ
た
と
は 、
日掛
々
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が 、
そ
の
実
情
の
検
討・
究
明
は
次
の
機
会
を
持
ち
た
い 。

訓
点
資
料
の
芳
リ

こ

リ

用
い
ら
れ
た
刑
制
創

平
安
初
期
の
司
点
資
料
に
万
葉
仮
名
の
草
体
ま
た

は
草
略
体
の
仮
名
を
用
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
し

か
し 、
そ
れ
ら
は
他
の
略
体
仮
名
と
等
価
値
で
用
い
ら
れ 、
か
つ
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
略
体
仮
名
が
同一
資
料
中
に
な
い
(
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

王
経
別
筆 、

地
蔵
十
輸
経
元
陵
点 、

石
山
内
供
淳
祐
点
な
ど
特
定
資
料
を
除

〈)
点
が
平
安
中
期
以
後
の
平
仮
名
を
交
え
る
資
料
と
異
な
る
の
で
暫
く
お

'10

 

平安時代の平仮名文の表記様式(II) 

平
安
中
期
以
後 、
消
息・
物
語・
和
歌
等
を
平
仮
名
で
綴っ
た
資
料
の
現

わ
れ
る
頃
の 、
訓
点
資
料
に
最
も
普
通
に
多
く

用
い
ら
れ
た
の
は
略
体
の
片

仮
名
で
あ
っ
た
が 、
そ
の
中
に
当
時
の
平
仮
名
を
も
交
用
し
た
り 、
あ
る
い

は
平
仮
名
で
訓
み
を
記
し
た一
群
の
訓
点
資
料
が
ゆめ
っ
た 。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
中
田
祝
夫
博
士
の
論
及
が
あ
る 。
(
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究 、
総
論

篇
ぺ
五
七
六
)

東
洋
文
庫
蔵
尚
諮
平
安
中
期
点
(
中
田
博
士
に
よ
れ
ば
延
喜
|
天
暦
頃
か

と
さ
れ
る) 、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
(
九
四
八)
点 、
石
山
寺
蔵
求
関
持

法
応
和
二
年
(
九
六
二)
頃
点 、
史
記
延
久
五
年
(一
O
六
回)
点 、
上
野

図
書
館
蔵
大
箆
庇
逃
那
経
嘉
承
三
年
(一
一
O
八)
聖
恵
加
点 、
書
陵
部
蔵

大
釆
本
生
心
地
観
経
院
政
後
期
点
が
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
が 、
い
ず

れ
も
ヲ
コ
ト

点
が
博
士
家
点
か
ま
た
は
そ
れ
に
極
似
す
る
こ
と
は 、
中
国
博

士
の
い
わ
れ
る
通
り
で
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
田
博

士
は
「
博
士
家
の
人
々
は
仏
教
の
学
侶
よ
り
も
平
仮
名
に
接
す
る
場
合
が
多

か
っ
た」
と
さ
れ
て
い
る 。
(
前
掲
書)

こ
こ
に
取
り

上
げ
た
い
の
は
そ
れ
ら
の
中
の
字
音
語 、
特
に
仙望日
表
記
で

あ
る 。
求
問
持
法
応
和
頃
点
は
土
左
日
記
よ
り

二
十
数
年
後
の
も
の
で 、
院

政
時
代
の
大
乗
本
生
心
地
観
経
古
点
と
共
に
特
に
平
仮
名
主
義
の
も
の
で
あ

る
が 、
そ
の
中
に 、

願

所
恕
之
文
字 、
巡
環
し
往
来
す
る
こ
と

の
例
が
あ
る 。
全
巻
百
行
程
の
少
量
で
あ
る
か
ら 、
該
当
語
と
し
て
は
右
の

例
で 、
他
に
サ
行
の
仮
名
で
表
わ
し
た 、
い
わ
ゆ
る
直
音
の
例 、

そく

そ、

後
に
口
飾 、
或(
い)
は
月
蝕
の
時
に

初
め
蝕(
し)
て

が
あ
る 。
「
願」
「
そ
く」
と
も
に 、
土
左
口
記
の
表
記
「
願」
「
さ
う
じ
も

の」
に
合
ぃ 、
し
た
が
っ
て
ま
た
和
名
抄
の
そ
れ
に
も 、
地
蔵
十
輸
経
元
慶

点
の
表
記
に
も
合
う
の
は 、
加
点
年
代
か
ら
見
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。

次
に
室田
陵
部
蔵
大
乗
本
生
心
地
観
経
院
政
後
期
点
は 、
最
も
平
仮
名
の
多

い
点
本
で
あ
る 。
稀
に
片
仮
名
も
存
す
る
が 、
そ
れ
は
殆
ど
特
定
字
音
語

の
表
記
に
用
い
て
あ
る 。
片
仮
名
の
全
例
を
挙
げ
る 。
(
特

一蛇紘一附
杭
…認
枇
r

で
あ
る/

声
点
略、、

せらるシヤタヤタ

l
a 、

所二
策
役「

砂
磁ミ

使
l
溺

竪

チヨ

群
|

猪

吉子2

69 



ちヤ
く

b 、
敵

シ
セ
う民

|
功

シ
ム
シ
ユ
，、

伸
縮

の
ひ、
ま
り

ホタ

2
a 、

住
l

僕
ぞっこ

三
す
る
こ
と」
は
平
EJ

、
調

す
る
こ
と
Zで
右傍に
あ
り
」

シ
ム
シユ
〈

め
ヘ
ム
ち
む9
ム

3
a 、
屯
光

伸
縮

尽
鞭

沈
論

テ
ンひン

ふン
ヲ(
?)

ζン

お
くにン

b 、
牝
触

金

汚

欣
|

趣

沃
潤

め

凶円
か
す

'りン

阿
山附
若(「
ら
ん」
の
「ん」
の
上
を
「ン」
と
灯
し
た
も
の)

え
ウ

きい

キ

せ
ん

キ

ル

もんを

4

動
揺

庭
|

旗

凌
慰

不
|

逃

白

線

拘
摸

ぜ
い

ヰ

マ
と
か

マ
し
/\
しと
き

マ
し

か
なさテ

つ
い
テ

'

'

ツ
ね

い
く、
〈の

5

円

在

増

応

紹

我 レ
是

レ

恒

幾
|
所

他
は 、
平
仮
名
で 、
そ
れ
が
全
巻
の
大
部
分
を
占
め
る 。
し
か
も
和
訓
が
最

も
多
い 。
右
の
例
中
に
も
「
せ
ら
る」
「
の
ひ
し
L
ま
り」

「
ゃ
っ
こ」
「
け

か
す」
等
見
え 、
字
音
語
の
片
仮
名
表
記
と
使
い
分
け
て
あ
る
こ
と
か
ら
も

窺
え
よ
う 。
(
本
資
料
の
全
貌
に
つ
い
て
は
別
に
公
表
の
機
を
得
た
い
)

。

右

の
片
仮
名
の
う
ち 、
同
だ
け
は
和
訓
の一
部
に
用
い
た
例
で
あ
る
が 、
間活阻

ま
た
は
類
語
を
他
の
笥
所
で
は 、
平
仮
名
で 、

ま
け

まこ
と

ま
す
/\

まし
fk

ま
うけし
こ
と
は

た
ちてかつ
て

山

真

倍

有

設

菩
提

3

起

曲目

わ
れ

こ
れ
が

こ
れ

つ
ね

っ
く
す

す
なは
ち

すなは
ち

い
は
ゆ
る

我
れ

是
れ

我

是

是
空

恒

渇

即

便

所
調

と
あ
り 、

量
か
ら
見
て
も 、
同
は
例
外
の
位
置
に
あ
る 。

(
1)
か
ら
(
4)
ま
で
は
字
音
諮
で
あ
る 。
(
a)
は
そ
の
語
が
片
仮
名

の
み
で 、
(
b)
は一
一語
中
の
他
の
音
節
に
平
仮
名
を
含
む 。
こ
の
う
ち

(
l)
は
閲
効
音
で 、
「
ャ・
ュ
・
ヨ」
を
片
仮
名
で
表
記
し
て
い
る 。
効
音

は 、
外
に
類品目
表
記
で
(
声点略)、

経

五

更
|
互

ひ
ょ
うに
ン

皮
膚
潤

悌2

明ι を.�ン

正整
|

理

が
あ
る 。
合
助
音
は
片
仮
名
表
忍
の
例
は
な
く 、
二
例
が
と
も
に
類
音
表
記

で
あ
る 。
{声点略)
観燥

|
然
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光
明

化
ちに
く

血
肉

こ
れ
を
全
巻
に
片
仮
名
で
加
点
し
た一
般
の
訓
点
資
料
と
比
較
す
る
と 、

既
述
の
院
政
後
期
加
点
の
石
山
寺
蔵
大
鹿
西
域
記
長
究
点
の
倣
音
表
記
に
近

い
の
で
あ
る 。
長
究
点
で
は 、
合
劫
音
に
類点目
表
記
が
ま
だ
三
分一
の
存

し 、
関
川間
音
は
「
銀尺」
の
類
音
表
記
が一
例
あっ
た
が 、
他
は
「
ヤ・
ュ・

ヨ」
で
表
記
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
当
る
字
音
を
含
む
語
が
当
時
代
の
平
仮

名
文
で
は
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る 。
心
地
観
経
古

点
が
平
仮
名
主
義
で
あ
る
こ
と
は 、
長
究
点
と
同
じ
訓
点
資
料
で
は
あ
っ
て

も 、
彼
は
片
仮
名
主
義
で
あ
る
か
ら 、
彼
に
速
く 、
む
し
ろ
当
時
の
平
仮
名

文
の
表
記
に
近
い 。
し
か
し 、
平
仮
名
文
で
漢
字
表
記
と
し
て
い
る
倣
音
を

含
む
認
を
心
地
観
経
古
点
が
わ
ざ
わ
ざ
片
仮
名
で
表
記
し 、
そ
の
書
式
は
長

立
点
の
片
仮
名
の
そ
れ
に
等
し
い
の
で
あ
る 。

次
に
片
仮
名
表
記
で
例
が
多
く

注
意
さ
れ
る
の
は
舌
内
接
音
の
「
ン」
で

あ
る 。
(
a)
の
よ
う
に
そ
れ
を
含
む
諮
を「
テ
ン」
の
ご
と
く
片
仮
名
に
す
る

も
の
も
あ
る
が 、
む
し
ろ(
b)
尾
子
音
の
援
音
だ
け
「
に
ン」
と
片
仮
名
で

表
記
す
る
例
が
多
い 。
(
特
に
「
阿
蘭
若」
で
は
「
ら
ん」
の
「
ん」
と
あ

る
の
を
わ
ざ
わ
ざ
「
ン
」

に
訂
し
て
い
る)
。

三
内
接
音
は 、

当
時
の
平
仮

名
文
で
は 、
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
話
も
あ
り 、
ま
た
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て

も「
せ
し(
宣
旨)」
「
ぜ
し(
禅
師)」
「
ぜ(
膳
こ
な
ど
舌
内
援
音
は
無
表
記
で



平安時代の平仮名文の 表記様式(n)

あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
北
山
抄
紙
背
や
青
蓮
院
蔵
消
息
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。

(
た
だ
し
後
者
に
は
「
け
も
ん
(
解
文
こ

の
例
も
見
え
て
い
た)
。

三
内

接
音
の
片
仮
名
が
舌
内
に
多
い
の
は
偶
然
で
は
な
い 。
つ
ま
り

平
仮
名
文
で

漢
字
表
記
か
無
表
記
と
す
る
所
を 、
心
地
観
経
古
点
で
は
片
仮
名
で
残
し
た

こ
と
に
な
る 。
「
ン」
は
平
仮
名
文
に
は
な
く 、

訓
点
な
ど
略
体
仮
名
表
記

の
独
自
の
も
の
で
あ
る 。
た
だ
し
平
仮
名
で
(
芦点
堅 、

ちん
江い
けんあ，、
けん

もんモ

せん

鹿
臨調

堅
握

怪
心

柄
撲

潜
住

の
例
が
あ
る
の
は
青
蓮
院
蔵
消
息
に
既
に一
例
「
け
も
ん(
解
文
こ
と
あ
っ

た
こ
と
と
関
し
て
考
え
ら
れ
る 。
他
に
平
仮
名
で
字
音
語
を
表
記
し
た
語
は

(
陀
羅
尼
を
除
く) 、
(
戸点略)

たうそく
や
ろ，、あく

けんゐく
にく

一
、

盗
賊

野
鹿

堅
蛭

竪
援

肉

しう
かう

匂う
やう

そう
へう

よう

き
う
ていかう

舟
航
明
朗

盈
満

叢
瓢
風

青
|
蝿

染
|
芭

低
昂

ょう

かむてむ
かんみ

もむ

銘
金

廿
甜

甘
美

沈

れう
，、
らう

えう
らう

て
う

ち

う

二 、
療

幼
労
動
揺

鍔円以

持
助

法
滅

ひ

ゆい

る

も

た

い
む

ひ
か
あ

い

比

遺
|

余
白
線

栂

泰
然

2ん

茂
。

盛

飛
蛾
校
鹿

れい

ら

かい

讃
|
励

大
法
l
螺

改一
挙

大
法
l
短

大
智
矩が

あ
る
が 、
同
は
無
論 、
付
の
三
内
入
声 、
喉
内・
唇
内
接
音
は 、
当
時
の

平
仮
名
文
で
表
記
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る 。
残
る
和
訓
も
陀

羅
尼
も
平
仮
名
で
あ
る
か
ら 、
心
地
観
経
古
点
の
片
仮
名
は 、
恰
も
当
時
の

平
仮
名
文
中
の
漢
字
と
同
じ
程
度
の
量
で
あ
り 、
か
っ
同
じ
性
質
の
字
音
語

で
あ
っ
た 。
平
仮
名
文
中
に
漢
字
表
記
す
る
も
の
と 、
平
仮
名
本
位
の
訓
点

中
に
片
仮
名
表
記
し
た
語
と
は 、
う
ら
は
ら
の
関
係
に
お
い
て 、
平
仮
名

文
中
の
漢
字
表
記
の垣間
の
解
明
に
資
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

心
地
観
絞
古
点
で 、
(
5)
の
和
訓
の一
部
に
片
仮
名
の
存
す
る
の
は 、

む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
こ
と
を
既
に
述べ
た 。
こ
の
よ
う
な
例
外
は
何
故
に

生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
思
う
に 、
心
地
観
経
の
原
の
訓
点
が
片
仮
名
で
付

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か 。
そ
れ
を
平
仮
名
主
義
で
移
点
し

直
す
に
際
し
て
偶
々
も
と
の
片
仮
名
に
ひ
か
れ
て
誤
入
し
た
も
の
で
あ
ろ

う 。
恰
か
も
観
智
院
本
三
宝
絵
の
片
仮
名
交
り

文
中
に 、
偶
んベ
一小
門
然
な
形

で
平
仮
名
を
存
す
る
が
ご
と
く
で
あ
る 。
き
す
れ
ば
働
音
や
舌
内
搬出日「
ン」

が
片
仮
名
表
記
で
当
時
の一
般
の
片
仮
名
訓
点
の
表
記
と一
致
す
る
の
も
そ

の
た
め
と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
も
そ
れ
が
平
仮
名
に
敢
え
て
直
さ
れ
な
か
っ

た
の
は 、
「
ン」
は
平
仮
名
文
に
も
な
い
文
字
で
あ
り 、

仙翌日
表
記
も
当
時

の
平
仮
名
文
で
は
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
か
ら 、
当
時
の
平
仮
名
文
の
表
記
憶

習
に
従っ
て 、
平
仮
名
に
改
め
ず 、
原
の
片
仮
名
表
記
の
ま
ま
残
し
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か 。
き
す
れ
ば 、
片
仮
名
は
表
記
上
漢
字
の
代
用
を
果
し
た
キ

こ
と
に
な
る 。
こ
の
方
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
思
う 。

(
4)
の
「
遺」

ル

えウ

モ

「
絃」
「
偲」
「
摸」
は
別
に
平
仮
名
表
記
も
あ
り
(
前
掲
の
例) 、
(
5)
と

同
じ
く

偶
然
に
残っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る 。

右
の
心
地
観
経
古
点
の
五・
仮
名
と
片
仮
名
と
の
使
い
分
け
の
事
実
は 、
北ハ

に
音
節
文
字
で
あ
り
な
が
ら 、
既
に
指
摘
し
た
ご
と
く 、

平
仮
名
と
片
仮
名

と
は
全
く
同一
の
機
能
を
果
す
も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語
る 。
表
音
性
は
片

仮
名
の
方
が
よ
り

強
い
も
の
で
あ
る 。
そ
れ
は
訓
点
資
料
で 、
漢
字
の
訓
や

音
を
示
す
の
に 、
片
仮
名
で
付
す
の
が
常
道
で
あ
っ
て 、
こ
の
資
料
の
よ
う

に
平
仮
名
で
加
点
す
る

よ
と
は
遂
に一
般
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
思
うべ
き

で
あ
る 。

和
歌
の
表
記
こ

み
る
平
仮
名
到

平
安
時
代
の 、
和
歌
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
資
料
を 、

平
仮
名
文
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は 、
尾
上
柴
舟・
吉
沢
義
則
博
士
に
よ
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っ
て
早
く
か
ら
な
さ
れ
た 。
そ
の
資
料
が 、
古
来
古
筆
切
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
多
く

残
存
し
て
お
り 、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
和
歌
を
綴っ
た
か
ら
で
あ

る 。
し
か
し 、
当
時
の
和
歌
の
用
語
は 、
洗
録
さ
れ
た
歌
訴
が
主
体
で
あ
っ

て 、
し
た
が
っ
て
和
語
を
専
ら
と
し
て
い
て 、
助
音・
三
内
接
音・
入
声
音

等
の
字
音
語
は 、
物
名
歌
な
ど
の
特
殊
の
場
合
以
外
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た 。
そ
れ
ゆ
え
に 、
終
始
平
仮
名
で
表
記
さ
れ 、
字点n
訴
の
漢

字
表
記
の
介
入
す
る
機
会
は
最
も
少
な
か
っ
た
わ
け
で 、
結
果
と
し
て 、
い

わ
ゆ
る
「
平
仮
名
専
用」
の
体
を
示
し
て
い
る 。

土
左
日
記
に
接
す
る
頃
の
和
歌
の
平
仮
名
資
料
と
し
て
年
代
の
確
か
な
も

の
に 、
資
料
⑦
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
の
落
書
中
の
平
仮
名
和
歌
と 、
資
料

⑬
興
福
寺
本
因
明
義
断
略
記
紙
背
和
歌
と
が
あ
る
が 、
既
述
の
ご
と
く
平
仮

名
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
い
る 。
ま
た
伝
貫
之
筆
の
高
野
切
古
今
集
は 、
貫
之

自
筆
で
は
な
い
が 、
十一
世
紀
中
頃
と
さ
れ
る
(
文
献
9
叩
等) 。
そ
の
和

歌
の
箇
所
は
ま
た
平
仮
名
だ
け
で
綴
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し
こ
れ
を
以
て 、

当
時
の
平
仮
名
文
が
「
平
仮
名
専
用」
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
速
断
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い 。
既
述
の
消
息・
日
記
を
引
か
ず
と
も 、
右

の
高
野
切
で
さ
え 、
そ
の
詞
警
の
中
に
は 、

貞
観

寛
平

僧
正
遍
照

御
扉
風

女
御

舎
刺
ゑ

京
に

弘
徽
殿

前
栽

仙
宮

mJE
林
院

東
宮
山いγ
子
院

花
山

有
仙

仁
和
寺

律
師

離
別

友
則

貫
之

紀
友
則

の{子
背
諮
を
含
hu
漢
字 、
お
よ
び
間
有
名
詞
の
淡
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る 。
ざ
す
れ
ば 、
和
歌
に
み
る
「
平
仮
名
専
用」
体
は 、
平
安
時
代
の

平
彼
名
文
の一
つ
の
様
相
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る 。

し
か
も 、
平
仮
名
だ
け
で
綴っ
た
様
式
は 、
厳
密
に
は 、
和
歌
に
お
い
て
さ

え 、
極
め
て
限
ら
れ
た
時
期
と

種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。
十一
世

紀
初
の
御
堂
関
白
記
の
道
長
口
乍
木
中
の
平
仮
名
の
和
歌
に
は 、「
山」
「
雪」

な
ど
の
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る 。
こ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
特
例
と
し
て
も 、

院
政
期
の
元
永
本
古
今
集
や
西
本
願
寺
本コ一
十
六
人
集
に
は 、
和
語
に
漢
字

が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
元
永
本
古
今
集
の
巻
五・
八
で
高
野
切
と
同一
部
分

中
か
ら
漢
字
表
記
の
語
を
拾
う
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る 。
(
数
字
は
用
例
数)

秋叩(
妖 1)

有

在 3

雨

家

今
更

思 5

風 7

方
々

大
方

神
2

雲

白
雲

心
5

心
地
2

事

衣

田

千
々

千
く
さ
2

月

時
3

一節
5

名
2

後

茶

花
日

華
l

制り

春

日

入
問

吹

身
4

水
2

道
2

物
を・
物
な
ら(
形
式
名

詞)

山
ぉ

雪
3

行
8

夜
5

我

右
は 、
消
息・
日
記
の
実
用
的
平
仮
名
文
で 、
平
安
後
半
期
以
後
に
加
わ
っ

た
(
と
見
ら
れ
る) 、
和
語
の
漢
字
表
記
の
そ
れ
と一
致
す
る 。
一
致
し
な

い
の
は 、

a

君

白
山
玉

云

関

来

照
す
知
惜(
し
む)
3

染(
む)

兼
て

為

別
恋
し

夕
暮

帯

如
何

今
日

明
日
一
年

b

桜
花
吹
蒔
乱
南

立
南
後
(
た
ち
な
む
の

ち)

南
(
複
合
助
動
詞

な
む)
4

南
無
(
同
な
む)

胤
(
助
動
詞
ら
む)

覧
(
同
ら
む)
2

去
年
(
助
詞
こ
そ)
2

鞠
(
助
詞
と
も)

鈎
(
助
詞
か
な)

春
早
雨(
は
る
さ
め)

で
あ
る
が 、
(
a)
は
類
例
と
見
ら
れ
る 。
(
b)
は
レ
わ
ゆ
る
宛
字
を
合
む

が 、
そ
れ
は
万
葉
集
や
新
撰
万
葉
集
の
表
記
に
通
ず
る
も
の
で 、
和
歌
で
あ

る
が
ゆ
え
の
特
異
な
表
記
法
で
あ
ろ
う 。

以
上
の
漢
字
の
語
は 、
高
野
切
で
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は
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
そ
れ
が
(
b)
以
外
の
語
の
表
記

は
当
時
の
消
息・
日
記
の
平
仮
名
文
で
和
誌
を
漢
字
表
記
し
た
語
群
と
相
通

ず
る 。
彼
と
異
な
る
の
は 、
字
音
語
が
な
い
た
め
に
そ
の
漢
字
表
記
が
な
い

こ
と
で
あ
る 。

八、
結

語

平安時代の 平仮名文 の 表記様式(n)

以
上 、
I
と
E
を
要
約
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る 。
ー 、

平
安
時
代
の

平
仮
名
文
の
表
記
は 、
一
般
に
は
平
仮
名
に
漢
字
を
交
え
る
様
式
で
あっ

た 。
2、
そ
の
漢
字
の
性
質
は
定
ま
っ
て
い
て 、
根
幹
と
し
て
は 、
効点目・

舌
内
入
声
音・
三
内
接
音
を
含
む
字
音
語
の
表
記
で
あっ
た 。
3 、

後
半
以

後
に
は
和
一語
で
も
接
続
詞・
接
頭
語・
助
辞
を
は
じ
め
と
し
て 、
頻
出
し
か

っ
草
体
と
し
て
画
数
の
少
な
い
和
語
の
漢
字
表
記
も
加
わ
っ
た
ろ
う 。
4 、

右
の
字
音
語
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
な
い
の
は 、
当
代
の
訓
点
資
料
で
も 、
そ

の
音
の
表
記
が
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
徴
し
て 、
平
仮
名
で
そ
の
音

を
表
記
す
る
習
慣
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う 。
し
た
が
っ
て

訓
点
資
料
で
そ
の
表
記
の
固
定
し
て
来
た
院
政
後
半
期
以
降
に
は 、
平
仮
名

文
で
も 、
右
の
種
の
字
音
語
を
平
仮
名
で
表
記
す
る
も
の
が
生
じ
た 。
5、

院
政
後
期
に
平
仮
名
で
加
点
し
た
訓
点
資
料
で 、
右
の
慈
の
字
音
語
を
片
仮

名
で
表
記
し
た
事
実
が
あ
る
が 、
そ
れ
は
平
仮
名
文
の
字
音
語
の
漢
字
が
果

す
機
能
の
代
用
と
見
ら
れ 、
か
っ 、
同
じ
・背
節
文
字
で
も 、
片
仮
名
の
方
が

よ
り

表
音
的
で
あっ
た
と
見
ら
れ
る 。
6、
和
語
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
は 、
そ
の
語
の
性
質
か
ら
見
て 、
平
仮
名
二
字
あ
る
い
は
三
字
等
を
漢

字
二子
で
し
か
も
少
画
で
書
く
と
い
う

経
済
的
理
由
が一
因
で 、
少
く
と
も

漢
字
の
表
意
性
を
第一
義
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う 。
7、
平
仮
名
だ
け

で
表
記
さ
れ
た
文
は 、
字
音
語
を
含
ま
な
い
和
歌
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る

も
の
で 、
そ
れ
も 、
後
に一
般
に
和
語
を
も
漢
字
で
表
記
す
る
に
至
っ
て
か

ら
は 、
そ
こ
に
も
漢
字
が
含
ま
れ
て
く
る 。
し
た
が
っ
て
厳
密
の
意
味
で
の

「
平
仮
名
専
用」
文
は 、
極
め
て
限
ら
れ
た
位
相
の 、
短
か
い
時
期
の 、
も

の
で
あ
っ
た 。
現
存
資
料
で
い
え
ば
和
歌
の
古
筆
切
等
の
中
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る 。
8 、
平
仮
名
文
が 、
他
の
文
体
例
え
ば
変
体
漢
文
中
に
挿
入
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り 、
ま
た
片
仮
名
交
り

文
の
片
仮
名
の
代
り
に
平
仮
名
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り 、

相
互
彩
斜
も
加
わ
っ
て 、
平
仮
名
の
表
記
様
式
は

平
安
時
代
に
お
い
て
も
種
々
の
様
相
を
示
し
て
い
た 。

以
上
で
為
る 。
右
の
論
点ろ
は
更
に
今
後
の
発
展
に
期
すべ
き
諸
点
を
持っ

て
い
る 。
第一
に
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
け
る
平
仮
名
文
の
実
態
調
査
を
な

し 、
平
安
時
代
の
そ
れ
と
比
較
し
て 、
如
何
に
連
なっ
て
行っ
た
か 、
ま
た

そ
れ
は
今
日
の
平
仮
名
文
と
比
較
し
て
は
如
何
で
あ
る
か 。
異
な
る
と
す
れ

ば 、
そ
の
相
違
の
聞
の
法
則
性
と
原
因
が
追
究
さ
れ
る
要
が
あ
る 。
第
二
に

源
氏
物
語
や
枕
草
子
な
ど
の
平
安
時
代
の
古
写
本
や
古
筆
切
の
検
討 。
第
三

に 、
漢
字
音
語
の
国
語
へ
の
浸
透
過
程
を
解
明
す
る
こ
と 。
第
四
に
猿
音
表

記
あ
る
い
は
宛
字
の
論 。
そ
の
他
尚
検
討
す
べ
く

残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
の

で
為
る 。〔

付
記〕

本
稿
に
関
し
て 、

中
国
祝
夫
博
士
か
ら
貴
重
な
文
献
を 、

伊
東
卓
治
氏
か
ら
求
問
持
法
の
写
真
を
貸
与
さ
れ
て 、

諸
々
の
教一
示
を

頂
き 、

ま
た
馬
捌川
和
夫
・

山
田
俊
雄
・

福
島
邦
道
・

築
島
裕
・

小
松
英

雄
・

神
作
光
一

の
諸
氏 、

お
よ
び
東
洋
大
学
王
朝
文
学
研
究
会
の
各
氏

に
教
示
と
助
力
を
仰
い
だ
。

特
に
小
松
英
雄
氏
に
は
初
稿
を
精
読
頂
い

た
。

記
し
て
厚
く
お
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(
昭
和
三
十
五
年
十
一

月
十
八
日
稿 、

+
二
月
十
二
日
改
稿)

ーー
東
洋
大
学
助
敬
授
ll
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